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遠山郷における学校と地域が協働した ESD/SDGs教育の推進 
                                  

小玉 敏也 
 

１. 協働プロジェクトの目的 

  立教大学ESD研究所と飯田市との研究連携覚書（2017年12月）に基づき、飯田市遠山郷（上村・南信濃

地区）の学校を拠点としたESD/SDGs教育への支援を行う。 

２. 協働のプラットフォーム構築 

 ESD研究所は、飯田市と協議して「ESD地域創生拠点研究会」（企画課・教育委員会・環境課・子育て支

援課等）を立ち上げ、協働の為のプラットフォームとした。 

３. 協働の成果 

・2017年2月に『遠山郷の教育の可能性を考える学習会』を開催し、地域住民と教育関係者が約50名参

加した。 

 ・2018年度は、前年度の到達点を踏まえて、教育委員会の支援の下で遠山3校（上村小・和田小・遠山中）

がユネスコスクール加盟の申請を行い、ESDの教育課程編成に係る作業も開始された。研究所は、教育課程

編成に係る教員研修と『遠山郷の未来を切り拓く講演会』に講師を派遣した。また、議員・自治体職員・NPO

職員を対象にした『地域創生実践塾主任者講習会』への講師派遣、高校生と大学生の学輪 IIDA 遠山郷フィ

ールドスタディーへの支援も行った。 

・2018年2月の学習会の直後に、和田小保護者を中心とした「和田宿にぎやかし隊」が結成された。本団

体は、街道縁日と子ども対象の学習会を実施し、地域の持続可能性を考える「場」を創り出した。その設立

趣意書ではユネスコスクール登録の支援を明記している。 

・南信濃公民館の活動方針に ESD 推進が明記され、遠山中学校・地域住民と連携した「未来フォーラム」

を実施した。 

・飯田市は、「エコパーク・ジオパーク活用、ESD支援、環境・エネルギー学習支援」を業務とする「遠

山郷地域おこし協力隊」1名を募集した。 

４．今後の課題 

 2019年度は、小中学校・保育園・公民館の教育活動上の連携がより緊密になるように支援する。とりわけ、

保育園での教育活動を把握して、遠山郷（及び飯田市千代地区）を「いいだ自然保育」のグッド・プラクテ

ィスとなるように支援したい。また、地域の各種団体講演会、教員研修、自治体職員研修への講師派遣、遠

山郷フィールドスタディーの実施にも協力していく。これらを通じて、飯田市の学びのネットワーク化と活

性化に寄与する。 

 

（こだま・としや 麻布大学教授／立教大学ESD研究所客員研究員） 
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